
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『『川川岸岸児児童童遊遊園園地地改改善善計計画画案案・・防防災災施施設設のの維維持持管管理理方方針針』』にに基基づづくく  

川川岸岸児児童童遊遊園園地地のの維維持持管管理理にに係係るる  

今今後後のの取取りり組組みみ方方針針  

川岸地区まちづくり推進協議会・川岸町会 

【まとめ】川岸児童遊園地の維持管理を考える会議 準備会 
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１．川岸児童遊園地の維持管理を考える会議 準備会の位置づけ 
○川岸二丁目の一部地区とともに川岸地区全体の防災性の向上を図るために、川岸児

童遊園地を、防災機能を備えた公園に改善し、日常時は憩い集える公園、災害時は

被災生活を支える公園とするために、住民の視点で改善の方向性を示した『川岸児

童遊園地改善計画案』が、平成 25 年 3 月に、川岸町会・川岸地区まちづくり推

進協議会から、戸田市長へ提言されました。 

〇当該計画案の第 3 章では、平成 24 年度

に、川岸町会と推進協議会の合同会議「川

岸児童遊園地の防災活用を考える懇談

会」を通じてまとめられた『防災施設の

維持管理方針』が整理されており、下記

の方針が示されました。 

 

 

『平成 26 年度の公園竣工に向けて、平成 25 年度も引き続き、川岸町会と川岸地区

まちづくり推進協議会の代表者による会議を定期的に開催して、その体制と内容の

具体化を話し合います。』 

 

〇上記方針に基づき、川岸児童遊園地の防災施設の維持管理に関する体制づくり等の

準備を進めるため、川岸町会と推進協議会から推薦された幹事等７名により、川岸

児童遊園地の維持管理を考える会議 準備会（以下、準備会という）を立ち上げ、

その検討を行いました。 

 

２．本方針の内容 
〇準備会は、1 年間、計８回の検討を行い、防災施設の維持管理方針に基づき、体制

づくり等に係る今後の取り組みの方針をまとめました。 

〇本書は、その成果を、関係者の皆さんに、ご報告するものです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

川岸児童遊園地の防災活用を考える 

懇談会の様子（平成 24 年度） 

維持管理の方針 

【H24 年度】 

体制づくり等の取り組み提案 

【H25 年度】 体制の具体化 

維持管理活動へ 

【H26 年度～】 

本方針 

「川岸児童遊園地改善計画案（H24 年度）」より抜粋 
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３．準備会の活動内容について 

〇川岸児童遊園地改善計画案の趣旨に基づき、準備会では、下記の通り、大きく３つ

の活動を行いました。 

 

①実施設計の見守り                                           

〇改善計画案では、住民の視点による新しい川岸児童遊園地の改善プランが『川岸児

童遊園地の改善イメージ（案）』として示されています。 

〇また、「戸田市に要請すること」として、下記の方針が示されています。 

 

 

○川岸児童遊園地改善計画案で示した改善の大きな方向性をもとに、下記の内容の実

現性に関して技術的な検討を戸田市に要請します。 

 

〇準備会では、この方針、及び、イメージ（案）に沿った実施設計の内容となるよう

に、その経緯を見守る活動を行いました。 

〇具体的には、準備会において、戸田市作成の実施設計プラン（案）がイメージ（案）

の内容に沿っているか、チェックを行ったほか、『先進事例見学会を踏まえて、防

災施設の維持管理について語ろう！（H25.11.7）』を企画し、多くの関係者にも

ご意見をいただく場を設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②公園を楽しむ・協力者を増やす公園活用企画づくり              

〇改善計画案では、防災施設の維持管理はもちろんですが、「地域ぐるみで取り組む

こと」として、下記の方針が示されています。 

 

 

○地区住民の交流や活動の輪が広がる場所として最大限に活用することを目指します。 

 

〇準備会では、この方針に基づき、様々な視点で、地区住民の交流等の新たな場とな

る公園活用の企画づくりを行いました。 

『先進事例見学会を踏まえて、防災施設の維持管理について語ろう！（H25.11.7）』 

「川岸児童遊園地改善計画案（H24 年度）」より抜粋 

「川岸児童遊園地改善計画案（H24 年度）」より抜粋 
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③防災施設の維持管理の体制づくりに向けた企画づくり          

〇改善計画案では、下記の「体制づくりのポイント」が示されています。 

 

 

○「無理なく」「継続できる」体制であることが大切です。 

○「自助・共助」による維持管理活動が地域ぐるみで行われることが大切です。 

 

〇準備会では、このポイントに基づき、防災施設の維持管理の体制づくりに向けた企

画づくりを行いました。 

 

「川岸児童遊園地改善計画案（H24 年度）」より抜粋 
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４．準備会の活動成果報告 

①実施設計の見守り                                            

〇改善計画案の趣旨に沿った整備プランが作成されたと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「川岸児童遊園地改善計画案（H24 年度）」改善イメージ案 

川岸児童遊園地整備プラン 
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②公園を楽しむ・協力者を増やす公園活用企画づくり            

〇新しい川岸児童遊園地を、地区住民の交流等の新たな場とするために、実施できる

と効果的な公園活用の企画を検討し、それを「企画アイデアリスト」としてまとめ

ました。 

〇このリストに基づき、来年度から具体化するために、みなさんと検討を進めたいと

考えています。 

 

【企画アイデアリスト】 

看板やデザイ

ンをみんなで

考えよう！ 

例）まちづくり・まちの歴史、公園完成までの流れなどを公

園の看板に掲載する 

例）防災施設の使い方を公園の看板で詳しく解説する 

例）改修前の姿を公園の看板に残す 

例）舗装のデザインや色を、さつき通りの舗装や絵タイルを

参考に考える 

例）看板や舗装のデザインを同じ地区内で共通させる、同じ

モチーフを使うと一体感ができる 

公園の名前

をみんなで考

えよう！ 

 

例）名前の候補を考えて、子どもたちの投票で

名前を決める 

例）「川岸児童遊園地」という長年親しまれた名

前のままでもよいし、生まれ変わる機会に

新しい名前をつけてもよいし、みんなで考

えてみよう！ 

花壇の自主

運営を考えよ

う！ 

 

例）花を育てることを通じて交流

の機会を増やす。雨水タンク

は隣家の雨どいから 

例）花や緑を育てる講習会を開け

ると楽しい 

広い空間や

防災施設を

活用した誰も

が参加したく

なるイベント

を 開 催 し よ

う！ 

例）開園式で、公園の使い方をみ

んなで学ぶ、防災訓練をセッ

トで開催する 

例）これまで慣れ親しんだ樹木の

の「お別れセレモニー」 

例）防災イベントの開催  

例）「防災体験親子一泊キャンプ」 

ちびっこプー

ルの夏場以

外の活用方

法、防災利

用のアイデア

をみんなで考

よう！ 

 

例）つりぼり、足湯なんかも楽し

そう・・・・ 

例）川岸地区まちづくり推進協議

会による防災イベントで金

魚すくいを企画していた 
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③維持管理の体制づくりに向けた企画づくり                      

１）維持管理体制の立ち上げに向けた仲間づくり 

〇今後、維持管理の体制を立ち上げ、それを継続していくためには、まずは、仲間づ

くりが大切です、そこで、以下の２つの活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【H２５.７.６～７】  

防災まちづくりイベント＠七夕まつりを協議会が開催！ 

そこで、「川岸児童遊園地クイズ』と「川岸児童遊園地エール・短冊づくり」の企画

を実施し、生まれ変わる川岸児童遊園地を地域内外へＰＲ！ 

今年度から、商盛会主催の七夕まつりで「防災まちづ

くりイベント」を協議会が行うこととなった。川岸町

会とともに、七夕まつりの共催団体となり、地域の様々

な活動団体と協力・連携してまちづくりに取り組む第

一歩を踏み出した。 

【成果】 

■多くの人に、防災施設を備えた

新しい川岸児童遊園地ができ

ることに対する期待の声をい

ただいた。 

■商盛会のみなさんにも、川岸児

童遊園地に関する取り組みを

知っていただく貴重な機会と

なった。 

■新しい川岸児童遊園地を他団

体や地域の方との交流をさら

に深める場になる工夫を考え

ていきたい！ 

川岸の各関係団体（川岸地区まちづく

り推進協議会、川岸町会、川岸児童遊園

地の維持管理を考える会議 準備会、子

ども会、福寿会、婦人会、川岸クラブ、

商盛会）から３０名が参加！ 

【成果】 

■防災施設の見学・組立体験を通じて確認したこ

と！ 

①防災施設にも様々な種類がある 

②種類ごとに使い勝手が違うので、日頃から使い

方に慣れておく、使うコツがわかる人を増やし

ておく必要がある 

③防災施設を災害時に実際使うときのルール、必

要な道具の収納場所、鍵などの管理方法を事前

に整えておく必要がある 

④日頃から親しまれる公園になれば、災害時も協

力者が集まることにつながる・・・そんな工夫

も大切そう マンホールトイレの前で 

（関原一丁目にこにこ児童遊園） 

【H２５.１０.１２】 

先進事例見学会「足立区関原一丁目地区」へ 

公園の防災施設の組み立てを体験。維持管理の重要性を再認識！ 
【主催】川岸地区まちづくり推進協議会、川岸町会 【企画】準備会 
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２）維持管理の分野（案）、 

維持管理の分担と体制づくりの検討主体（案）の整理 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理の分野（案） 

 

維持管理の分担・体制づくり 

の検討主体（案） 

①公園の日常清掃と 

   施設の外観チェック 
 

⇒公園美化と施設の破損等を早期発見

し、快適で安全な公園環境を維持し

ます。 

 

 

 

川岸児童遊園地の 

維持管理を考える会議 
 

による検討 
 

【検討内容】 

●下記の団体の代表者により

構成される『川岸児童遊園地

の維持管理を考える会議』を

開催し、意見交換を通じて、

維持管理の内容（案）と分野

（案）を踏まえ、維持管理活

動の具体的な分担と体制づ

くりを検討します。 

 

【団体構成】 

・まちづくり推進協議会 

・川岸町会 

・福寿会 

・子ども会 

・川岸婦人会 

・川岸クラブ 

・商盛会 

②防災施設の維持管理（日常時） 
 

⇒かまどベンチ、マンホールトイレ、

流し台、手押しポンプの定期的な清

掃や作動確認、防災倉庫の備品チェ

ックと補充などを行い、いざいとい

う時に、使える環境を整えます。 

④公園を楽しむ・協力者を 

増やす公園活用企画づくり 

 
⇒地区住民の交流等の新たな場とし

て、最大限に活用します。 

③防災施設の利活用（災害時） 
 

⇒地域ぐるみで、災害を乗り越えるた

めに、かまどベンチ、マンホールト

イレ、流し台などを、被災生活を支

えるために、効果的に利活用します。 

 
 

＋ 

 

 

維
持
管
理
の
内
容
（
案
）～
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
案
）
～ 

 
【９
頁
へ
】 

企
画
ア
イ
デ
ア 

リ
ス
ト 

【５
頁
へ
】 
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３）維持管理の内容（案）～チェックリスト（案）～ 
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５.平成２６年度からの取り組みについて 

１）維持管理の具体的な役割分担に係る実行計画づくりの体制 

〇来年度から、維持管理の内容（案）・分野（案）を元に、維持管理の具体的な役割

分担に係る実行計画を立てます。 

〇実行計画づくりあたっては、平成 26 年度より、下記の団体の代表者により構成さ

れる『川岸児童遊園地の維持管理を考える会議』を開催し、意見交換を通じて、維

持管理活動の具体的な分担と体制づくりを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「川岸児童遊園地の維持管理を考える会議」の開催 
平成２６年度～ 

川岸児童遊園地の維持管理を考える会議「準備会」の開催 
平成２５年度 

 

 

 

川岸児童遊園地の 

維持管理 

を考える 

会議 
 商盛会 

地域住民 

参加 

連携 

維持管理活動や 

訓練、イベントの 

企画への 

参加を呼びかけ 

川岸 

クラブ 

子
ど
も
会 

推進協議会 

川岸 

婦人会 

川岸町会 

福寿会 

例）効果的な防災対策

の情報集めは任せて！ 

例）実際に災害が 

起こったときの対応力

をさらに高める！ 

例）おそうじなら、 

わたしたちに任せて！ 例）防災施設の使い方 

を子どもたちに 

教える先生になる！ 
例）炊き出し 

訓練なら、私たちに 

任せて！ 

例）七夕まつりと 

防災イベントの連携！ 

企画ノウハウは任せて！ 

例）自分の趣味 

を活かして協力！ 

例）自分の仕事の 

専門分野を活かし

て協力！ 

例）若手の発想とパワー

で、皆が楽しく維持管理

を学ぶ企画は任せて！ 

地域団体 様々なノウハウを持った団体 

例）ボーイ＆ガールスカウ

トのノウハウを活かして

防災キャンプをやる！ 

例）実践的で役立つ

訓練の企画・実施で 

連携しよう！ 
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２）実行計画づくりのスケジュール（予定） 

〇公園整備のスケジュールを踏まえ、９月頃までに「維持管理の具体的な役割分担に

係る実行計画」をまとめ、9 月以降は、企画アイデアリストを元に「公園を楽しむ・

協力者を増やす公園活用企画づくり」を進めるスケジュールを基本とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26 年

3 月 

 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

7 月 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

27 年 

１月 

 

２月 

 

３月 

 

防災施設の維持管理の具体的な 

役割分担に係る実行計画づくり 

公園を楽しむ・協力者を増やす 

公園活用企画づくり 

川岸児童遊園地の 

維持管理を考える会議 

公園の整備・工事 

※ちびっこプールが使われる時期が終わ

る９月以降から整備・工事を開始して、 

年度内の完成を予定します 

戸田市 

①公園の日常清掃と 

   施設の外観チェック 

 
②防災施設の維持管理（日常時） 
 

④公園を楽しむ・協力者を 

増やす公園活用企画づくり 

 
⇒地区住民の交流等の新たな場とし

て、最大限に活用します。 
③防災施設の利活用（災害時） 
 

12 



 

 

 



 

 

 


